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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

国
内
に
居
住
の
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
ま

で
の
全
て
の
人
が
公
的
年
金
に
加
入
！

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年
金
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
、

加
入
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
方
法
が
違

い
ま
す
。
結
婚
や
就
職
、
転
職
な
ど
で
加

入
す
る
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

２
週
間
以
内
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

場
合
は
、免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

所
得
が
一
定
以
下
の
人
や
天
災
、
失
業

等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
な
人
は
、
免
除
の
申

請
を
し
て
承
認
さ
れ
ま
す
と
、
年
金
の
保

険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
年
金
を
受
け
る
権

利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
免
除
の
承
認
期
間

に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。
免
除
申
請
を
忘
れ
て
い

た
場
合
で
も
、
過
去
２
年
分
ま
で
の
申
請

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
免
除
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
を
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る（
追

納
）こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡（
０
５
８
４
）７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？

第１号 自営業者・無職等 ご自身で市区町村役場へ届出 ご自身で納付

第２号 会社員・公務員等 勤務先が届出 勤務先で納付

第３号 専業主婦（会社員等の） 配偶者（第２号）の勤務先が届出 なし（配偶者の制度が負担）

太郎さん：〔20歳に到達〕　学生なので国民年金（第 1号被保険者）に加入
　　　　　〔22歳で就職〕　会社員になり厚生年金（第 2号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で転職のため退職〕　次の会社に就職するまでは国民年金（第 1号被保険者）に加入
　　　　　〔58歳で退職〕　退職後も 60歳到達までは国民年金（第 1号被保険者）に加入
花子さん：〔20歳に到達〕　20歳到達時はすでに会社員で厚生年金（第 2号被保険者）に加入
　　　　　〔29歳で結婚・退職〕　夫に扶養されている間は国民年金（第 3号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で夫が退職〕　国民年金の第 1号被保険者に変更
　　　　　〔夫が再就職〕　国民年金の第 3号被保険者に変更
　　　　　〔夫が 58歳で退職〕　60歳到達までは国民年金（第 1号被保険者）に加入

◎�　第 1号、第2号、第3号の被保険者期間（保険料納付済期間及び保険料免除期間）を合計して25年で老
齢基礎年金の受給資格ができます。また、保険料納付済期間が40年（20歳～60歳）で満額の老齢基礎年
金を受け取ることができます。

◎�　国民年金は、20歳から60歳まで加入が義務付けられていますが、希望すれば65歳到達までの間、任
意加入ができます。
　�　60歳到達までに25年の受給資格期間を満たしておらず老齢基礎年金の受給資格がない方は任意加入す
ることにより、受給資格を得ることができる場合があり、また、40年（480月）の納付済期間がないため老
齢基礎年金を満額受けとれない場合は、受給額を満額もしくは満額に近づけることもできますので、お気軽
に最寄りの年金事務所または揖斐川町役場住民課にお問い合わせください。

太郎さん
　（夫）

学生 会社員 無職 会社員 無職
第1号

（国民年金）
第２号

（厚生年金）
第１号

（国民年金）
第２号

（厚生年金）
第１号

（国民年金）

20歳　　22歳（就職）　　　　　　　　　　　　　　　　　　45歳（転職）　　　　　　　　　　　　58歳（退職）　60歳

花子さん
　（妻）

会社員 専業主婦
第２号

（厚生年金）
第３号

（国民年金）
第１号

（国民年金）
第３号

（国民年金）
第１号

（国民年金）

20歳　　　　　　　　　　29歳（結婚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60歳

【例えば】太郎さん、花子さんご夫婦が20歳から60歳到達まで加入する年金は？
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

特
別
児
童
扶
養
手
当
「
所
得
状

況
届
」
提
出
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の

児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、「
所

得
状
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

８
月
中
旬
に
所
得
状
況
届
提
出
の
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

へ
届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

児
童
扶
養
手
当「
現
況
届
」提
出

の
お
知
ら
せ

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た
め

に
、児
童
の
母
、父
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
養
育
者
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
及
び
停
止

さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
「
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
初
旬
に
現
況
届
提
出
の
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課
ま
で

届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

７
月
分
よ
り
、
水
道
料
金
に
加
算
さ
れ

て
い
る
消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
料
金
、
超
過
料
金
、
メ
ー

タ
ー
使
用
料
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

役
場
上
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
２
１
）

メーター 13㎜の一般家庭が 2か月で
30㎥を使用した場合の水道使用料

計算式 改定前 改定後
基本料金
（20㎥まで）

700円×2か月 1,400円 1,400円

超過料金
（10㎥）

70円×10㎥ 700円 700円

メーター
使 用 料

70円×2か月 140円 140円

消 費 税 112円 179円
合　計 2,352円 2,419円

災害から命を守る揖斐川町総合防災訓練を実施します！
　8月 31日（日）、揖斐川町全域で、町、関係機関および地域住民の皆さんとともに、地震
を想定した総合防災訓練を実施します。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１　日　時　8月31日（日）
　　◎小島地区…7時 30分～ 11時（予定）
　　◎揖斐川（小島地区を除く）、谷汲、春日、久瀬、藤橋、坂内の各地域…7時 30分～

２　場　所　揖斐川町全域（各地区ごとに実施）
　　　　　　小島地区（主会場：小島小学校）
　　①小島地区【一時避難所から小島小学校】
　　②揖斐川地域（小島地区を除く）【各区一時避難所】
　　　谷汲地域【各区一時避難所】　　春日地域【各区一時避難所】
　　　久瀬地域【各区一時避難所】　　藤橋地域【各区一時避難所】
　　　坂内地域【各区一時避難所】

３　訓練の概要
　　7時 30分　地震発生（サイレンで合図）※音声告知放送により避難伝達
　　〈避�難�訓�練〉◎地区ごとに避難を開始してください。
　　〈情報伝達訓練〉◎�避難完了後、各区長さんは避難された住民の皆さんの人員を確認して役場または各

振興事務所へ報告してください。
　　※主会場の小島小学校へ避難された住民の皆さんは各種訓練へ参加または見学をお願いします。

【お問い合せ先】揖斐川町役場総務部総務課　℡２２－２１１１
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内
藤
優
子
さ
ん（
谷
汲
徳
積
）の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

「
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
て
行
っ
て
ま

す
!!
」

　

我
が
家
で
は
、
ご
み
の
減
量
に
つ
い

て
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

①�

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
勿
論

　

や　

表
示
の
あ
る
も
の
も
可
能
な

限
り
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
ま

す
。　

表
示
の
あ
る
も
の
は
、
汚
れ

て
い
れ
ば
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
水
気

を
拭
き
取
る
か
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
汚

れ
の
取
れ
な
い
も
の
の
み
、
燃
や
す

ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。　

を
回
収

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ご

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅（
２
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
２
０
０
円
～

④
北
方
奥
郷
住
宅（
３
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
５
４
０
０
円
～

⑤
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　
　

２
台

　

・
家
賃　

３
１
２
０
０
円
～

⑥
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

⑦
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本
３
３
７
６

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

　

・�

⑥
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
在
同
居
、

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

　

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

・
①
②
③
④
の
住
宅
は
、

　
　

８
月
１
日（
金
）～
８
月
15
日（
金
）

　

・
⑤
⑥
⑦
の
住
宅
は
、

　
　

�

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
戸
数

受
付
次
第
〆
切
り
ま
す
。

■
入
居
予
定
日

　

・
平
成
26
年
９
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

み
の
量
が
激
減
し
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

②�

数
年
前
か
ら
、
町
よ
り
補
助
金
を
い

た
だ
い
て
購
入
し
た
「
生
ご
み
処
理

機
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

�

こ
れ
は
と
て
も
便
利
で
、
生
ご
み
が

カ
リ
カ
リ
に
乾
燥
す
る
の
で
、
か
さ

が
、
か
な
り
減
り
ま
す
。
何
よ
り
臭

く
な
く
な
る
の
が
良
い
で
す
。「
生

ご
み
処
理
機
」を
導
入
す
る
ま
で
は
、

特
に
夏
場
の
ゴ
ミ
が
臭
く
な
っ
て

困
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
生
ご
み
処

理
機
」
の
お
か
げ
で
我
が
家
の
ゴ
ミ

の
量
は
さ
ら
に
減
り
、
ご
み
を
出
す

回
数
が
減
り
ま
し
た
。
今
で
は
１
ヶ

月
に
１
回
出
す
か
出
さ
な
い
く
ら
い

で
す
。
生
ご
み
を
含
ん
で
い
な
い
の

で
置
い
て
お
い
て
も
臭
く
な
い
の
で

す
。「
生
ご
み
処
理
機
」
は
本
当
に

す
ば
ら
し
い
で
す
。
絶
対
お
勧
め
で

す
。
補
助
金
が
無
け
れ
ば
生
ご
み
処

理
機
を
買
う
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

「
我
家
の
ご
み
減
量
化

対
策
」の
事
例　
　

活用術
な
るほど
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平
成
27
年
度
採
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

（
一
般
行
政
事
務
職
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

�

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
大
、

高
校
卒
業
ま
た
は
、
平
成
27
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
方
。

■
受
付
期
間

　

７
月
23
日（
水
）～
８
月
11
日（
月
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

９
月
21
日（
日
）

　

場
所　

県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、事
務
適
性
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　

10
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験

　

11
月
上
旬（
予
定
）

　

内
容　

面
接
試
験
及
び
作
文
試
験

■
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

�

応
募
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙
（
役

場
総
務
課
備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次

の
書
類
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

臨
時
職
員
募
集

①
保
健
師

　

�

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

保
健
師

■
雇
用
期
間

　

平
成
26
年
10
月
１
日

～
平
成
27
年
３
月
31
日

■
募
集
人
員　

１
名

■
受
験
資
格　

保
健
師
免
許
を
有
す
る
人

■
勤
務
時
間

　

８
時
30
分
～
16
時
30
分（
応
相
談
）

■
勤
務
場
所　

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
時
間
給　

１
１
２
０
円

■
選
考
方
法　

面
接

■
申
込
期
限　

８
月
29
日（
金
）

■
申
込
方
法

　

�

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
保

健
師
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
・
お
申
込
み
先
】

　

健
康
増
進
課

　
（
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
２
３

－

１
５
１
１

②
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　

�

揖
斐
川
町
で
は
、揖
斐
川
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

調
理
員

■
雇
用
期
間

　

平
成
26
年
９
月
１
日

�

～
平
成
27
年
３
月
31
日

■
募
集
人
員　

２
名

■
勤
務
時
間

　

月
～
金
曜
日　

７
時
50
分
～
15
時
50
分

　
（�

国
民
の
休
日
及
び
学
校
の
休
校
日
を

除
く
）

■
勤
務
場
所

　

揖
斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
―

■
時
間
給　

８
１
０
円

　
（�

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方
は
８
５
０
円
）

■
選
考
方
法　

面
接

■
申
込
期
限　

８
月
13
日（
水
）

■
申
込
方
法

　

�

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
揖

斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
・
お
申
込
み
先
】

　

揖
斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
２

－

４
５
１
０

 

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
所
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
新
し
く

で
き
た
制
度
や
裁
判
手
続
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w
.

courts.go.jp/index.htm
l

）で
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。
８
月
の
テ
ー
マ
は
「
民
事

調
停
～
ト
ラ
ブ
ル
の
よ
り
良
い
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
～
」
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

℡
０
５
８

－

２
６
２

－

５
１
２
２

 

谷
汲
山
おお

十
じ
ゅ
う

七し
ち

夜や

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

８
月
17
日（
日
）、
谷
汲
山
華
厳
寺
境
内

で
「
お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

第
９
回
目
の
今
年
は
、
様
々
な
音
を
操

る
管
楽
器
・
打
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
が
登
場
し

ま
す
。
力
を
再
生
す
る
と
い
わ
れ
る
下
弦

の
月
夜
に
響
き
渡
る
澄
ん
だ
音
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

８
月
17
日（
日
）

■
時
間　

19
時
～
20
時

■
場
所　

谷
汲
山
華
厳
寺
境
内
放
生
池
前

　
（
雨
天
の
場
合
は
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
）

■
主
催
　
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会

■
出
演
者
　
オ
ト
ダ
ス
ヒ
ト
ラ

�

（
管
打
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

■�

駐
車
場　

谷
汲
門
前
町
営
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

　

℡
５
５

－

２
０
２
０

▲昨年のお十七夜コンサート
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
農
園
に

て
野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

じ
ゃ
が
い
も
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
葉
牡
丹
を
栽
培
販
売
し
、
大
変
好
評

で
し
た
。
今
年
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
栽
培
し
て

お
り
、
秋
に
向
け
て
他
の
野
菜
も
計
画
中

で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
農
園
で
の

農
作
業
の
他
、
除
草
・
剪
定
・
清
掃
・
軽

作
業
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
・
家
事
援

助（
食
事
作
り
・
病
院
等
の
付
き
添
い
・

買
い
物
等
）の
仕
事
が
あ
り
、
一
緒
に
働

け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
月
二

回
、
事
業
及
び
入
会
説
明
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
仕
事
の
依
頼
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
８
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

８
月
４
日（
月
）、
18
日（
月
）

　

10
時
よ
り
一
時
間
半
程
か
か
り
ま
す

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

℡
２
３

－
０
９
０
７

 

独
身
男
女
出
逢
い
イ
ベ
ン
ト

「
星
降
る
夜
に
～
揖
斐
の
出
逢

い
～
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
商
工
会
青
年
部
で
は
次
の
日

程
で
独
身
男
女
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
新
た
な
ド
ラ
マ
の
始
ま
り
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

10
月
19
日（
日
）　

11
時
～
20
時（
予
定
）

■
内
容

　

�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
�

他
で
は
体
験
で
き
な
い
？
お
楽
し
み
イ

ベ
ン
ト
な
ど

■
参
加
対
象
者

　

�

男
性
・
女
性
と
も
に
独
身
の
成
人
で
社

会
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

※�

参
加
者（
決
定
後
）に
は
、
後
日
集
合
場

所
等
の
詳
細
を
送
付
し
ま
す

■
参
加
費

　

男
性　

１
名
６
０
０
０
円

　

女
性　

１
名
２
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
16
日（
火
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
商
工
会

　

揖
斐
の
出
逢
い
事
業
部（
担
当　

加
藤
）

　

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５

－

１

　

℡
２
２

－

６
１
８
５

　

FAx
２
２

－

２
５
６
１

　
　
岩い

わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

13
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
大
槌
町
と
同
じ
く
多
く

の
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
陸
前
高
田
市
で

４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
消
防
操
法
大
会

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

６
月
22
日（
日
）、
大
槌
町
と
同
じ
く

震
災
で
多
く
の
住
民
が
犠
牲
と
な
っ
た

陸
前
高
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
消
防
操

法
競
技
会
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
陸
前
高

田
市
の
大
会
は
、
二
年
に
一
度
開
催
さ

れ
、
二
年
前
は
会
場
や
機
材
が
整
わ
な

い
事
か
ら
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
に
四
年
ぶ
り
の
大
会
で
す
。
津
波
で

流
失
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ
ン

プ
は
震
災
前
と
同
じ
36
台
を
確
保
出
来

ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
全
壊
し
た
消

防
屯
舎
15
カ
所
の
う
ち
13
カ
所
は
復
旧

し
て
お
ら
ず
、
練
習
会
場
の
確
保
も
大

変
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。

大
会
会
場
も
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
を
借
用
し
て
の
実
施
で
し
た
が
、

３
８
０
名
ほ
ど
が
来
場
し
、
ポ
ン
プ
車

操
法
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
計
17
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
震
災
後
初
の
大

会
で
も
あ
り
、
今
年
度
は
半
数
程
度
の

参
加
で
し
た
。
揖
斐
川
町
な
ど
で
開
催

す
る
操
法
大
会
と
違
い
、
ポ
ン
プ
車
や

小
型
ポ
ン
プ
の
後
方
に
あ
る
水
槽
が
無

く
、「
放
水
始
め
！
」
の
号
令
後
の
放

水
は
な
く
、
ホ
ー
ス
を
延
長
し
火
点
を

狙
う
ま
で
の
時
間
と
規
律
で
の
採
点
で

順
位
が
決
ま
る
と
の
事
で
し
た
。

　

震
災
当
時
、
陸
前
高
田
市
の
人
口
は

２
万
４
千
３
百
人
ほ
ど
。
千
７
百
人
を

超
え
る
方
が
犠
牲
と
な
り
、
そ
の
中
に

は
消
防
団
員
51
名
が
含
ま
れ
ま
す
。
震

災
で
生
き
残
っ
た
団
員
や
震
災
後
に
入

団
し
た
団
員
の
中
に
は
、
仮
設
住
宅
で

の
暮
ら
し
が
長
引
き
、
生
活
再
建
の
先

も
見
え
な
い
方
も
い
る
は
ず
で
す
。
住

民
の
命
を
守
っ
て
い
く
そ
の
覚
悟
も
含

め
、
団
員
一
人
一
人
が
背
負
う
も
の
は

と
て
も
重
く
、
競
技
大
会
で
の
真
剣
な

眼
差
し
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

団
員
の
方
々
の
遺
志
を
継
ぐ
こ
と
は
大

変
で
す
が
、
競

技
会
を
通
じ

て
、
火
災
か
ら

地
域
を
守
る
そ

の
決
意
を
新
た

に
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

派遣職員
高橋富士夫

消防操法大会の様子

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑬
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）主
催

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

　

当
法
人
で
は
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を

目
指
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
と
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｉ
Ｂ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
定
期
的
に
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、予
防
法
の
お
話
や
運
動
・

食
事
療
法
に
つ
い
て
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

『
平
成
26
年
第
８
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

■
開
催
日
時

　

８
月
５
日（
火
）
14
時
か
ら
15
時
30
分

■
開
催
場
所

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
会
議
室

■
テ
ー
マ

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て

■
内
容

　

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測
定

　

・�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
お
よ
び
改
善
法
に
つ
い
て

　

・
運
動
療
法
に
つ
い
て

　

・
メ
タ
ボ
予
防
の
食
事
に
つ
い
て

�

（
試
食
あ
り
）

■
定
員　

25
名

■
参
加
費　

無
料

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）

　

℡
２
２

－

０
１
１
２

 

養
蜂
の
飼
育
に
関
す
る
届
出
・
申
請

　

業
と
し
て
蜜
蜂
の
飼
育
を
行
う
方
や
趣

味
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
方
は
養
蜂
振

興
法
に
基
づ
く
申
請
を
行
い
、
知
事（
農

林
事
務
所
長
）の
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

書
類
の
受
付
窓
口
は
農
林
事
務
所
で

す
。

　

届
出
が
必
要
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
揖
斐
農
林
事
務
所
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
振
興
局�

揖
斐
農
林
事
務
所

　

農
業
振
興
課　

農
務
・
畜
産

　

℡
２
３

－

１
１
１
１

���������

合
併
10
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
い
び
が
わ
の
祭
り
」

　

揖
斐
川
町
は
平
成
17
年
１
月
に
旧
１
町
５

村
が
合
併
し
、
平
成
27
年
１
月
31
日
に
合
併

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会
を
広
く
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
恒
例
の

「
い
び
が
わ
の
祭
り
」
の
内
容
を
拡
充
し
て

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
夕
涼
み
を
か

ね
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

８
月
３
日（
日
）
15
時
30
分
～

◆
場
所　

役
場
駐
車
場
お
よ
び

　
　
　
　

揖
斐
川
河
川
敷
（
前
島
橋
上
流
）

◆
日
程
（
予
定
）

　

15
時
30
分
～　

　
　

�

屋
台
村
（
商
工
会
に

よ
る
バ
ザ
ー
）、
清
流

こ
よ
み
ぶ
ね
・
ア
ー

ト
ぶ
ね
の
展
示

　

17
時
～　

　
　

�
ぎ
ふ
チ
ャ
ン
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
！

　
　

い
び
が
わ
歌
謡
シ
ョ
ー

　
　

出
演
：
橋
幸
夫
、
岩
本
公
水
、

　
　
　
　
　

松
田
敏
来

　

18
時
30
分
～　

　
　
【
清
流
ま
る
ケ
】
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

ま
る
ケ
灯
台
の
点
火

　
　
（
揖
斐
川
源
流
で
採
火
し
た
火
で
点
火
）

　
　

幼
児
園
児
に
よ
る
鼓
隊
演
奏
な
ど

　

19
時
30
分
～　

　
　

あ
り
が
と
う
花
火
打
ち
上
げ

　
　

花
火
打
ち
上
げ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

�　

合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、
日
比
野
克

彦
氏
の
指
導
の
も
と
で
町
内
の
子
ど
も
た

ち
に
飾
り
付
け
て
も
ら
っ
た「
１
」と「
０
」

の
数
字
の
「
行
灯
ぶ
ね
」
を
川
面
に
浮
か

べ
ま
す
。

★
【
清
流
ま
る
ケ
】
と
は
・
・
・

　

地
域
の
言
葉
で
「
～
ま
み
れ
」
の
意
味
で
使

わ
れ
る
「
ま
る
ケ
」
か
ら
の
も
の
で
、「
市
場
」

を
表
す
英
語
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
や
フ
ラ
ン
ス

語
の
「
マ
ル
シ
ェ
」
と
音
の
響
き
が
重
な
る
こ

と
で
、
文
化
的
で
豊
か
な
印
象
の
イ
ベ
ン
ト
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
名
称
と
し
て
、
ぎ
ふ
清
流
国

体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

務
め
た
日
比
野
克
彦
氏
が
提
案
。

　
【
清
流
ま
る
ケ
】
は
、
川
湊
灯
台
に
照
ら
さ

れ
る
清
流
の
ほ
と
り
で
人
、
も
の
、
心
が
集
い
、

清
流
で
育
ま
れ
た
地
域
の
食
、
文
化
、
伝
統
な

ど
の
魅
力
を
掘
り
出
し
、
見
つ
め
直
し
、
感
じ

る
こ
と
で
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
づ
く
り
へ
と
繋

げ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
清
流
揖
斐
川
が

流
れ
る
揖
斐
川
町
で
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ

清
流
大
会
で
培
わ
れ
た
「
あ
り
が
と
う
の
お
も

て
な
し
」
を
振
り
返
る
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、「
い
び
が
わ
の
祭
り
」
に
併
せ
開
催

す
る
も
の
で
す
。

お
問
い
合
せ
先

　

い
び
が
わ
の
祭
り
実
行
委
員
会

　

揖
斐
川
観
光
協
会
（
役
場
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

届出根拠 養蜂振興法第 3条第 1項及び第 3項

提出時期 毎年 1月 31日まで
変更の場合は事由が発生してから 1ヶ月以内

届出様式 蜜蜂飼育届・飼育変更届（第 1号様式）

提出部数 １部

添付書類 なし

備　 考 住所地を管轄する農林事務所へ提出してください

10th
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藤
橋
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

　

藤
橋
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。

　

歌
語
り
と
太
鼓
と
剣
舞
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト「
ア
マ
ツ
カ
ゼ
（
天
風
）」

な
ど
が
出
演
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
盆
踊
り
・
花
火
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

８
月
14
日（
木
）

　

15
時
か
ら
21
時
ま
で

■
場
所　

藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

■
主
催　

藤
橋
観
光
協
会
・
藤
橋
公
民
館

【
お
問
い
合
せ
】

　

藤
橋
振
興
事
務
所

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

◇
揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　

窪
田　

和
巳
さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

藤
橋
城　

夏
の
開
館
情
報
！

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

�

開
館
案
内

・�

８
月
11
日（
月
）、
12
日（
火
）は
特
別

開
館
し
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
案
内

◎
平
日
の
投
影
開
始
時
刻

　

①
11
時

　

②
13
時
30
分　

③
15
時
30
分

◎
土
日
の
投
影
開
始
時
刻

　

①
11
時

　

②
12
時
30
分　

③
13
時
30
分

　

④
14
時
30
分　

⑤
15
時
30
分

・�
８
月
13
日（
水
）～
17
日（
日
）は
土
日

の
投
影
開
始
時
刻
と
な
り
ま
す

・�

混
雑
時
は
臨
時
投
影
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

・
投
影
時
間
は
約
30
分
で
す

西
美
濃
天
文
台
の
ご
利
用
案
内

◎
星
を
見
る
会
に
つ
い
て

　

８
月
９
日（
土
）
20
時
～
21
時

　

８
月
22
日（
金
）
20
時
～
21
時

　

予
約
は
当
日
16
時
30
分
ま
で

　

料
金
は
小
学
生
以
上
１
０
０
円

◎
団
体
で
の
ご
利
用
に
つ
い
て

　

５
名
様
以
上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　

日
時
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

料
金
は
小
学
生
以
上
２
０
０
円
、

　
　
　
　

高
校
生
以
上
３
０
０
円

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
教
室

　

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
長
さ
30
㎝
ほ
ど
の
ロ
ケ
ッ

ト
を
組
立
て
、
火
薬
式
エ
ン
ジ
ン
で
打

上
げ
ま
す
。
と
て
も
簡
単
に
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
23
日（
土
）

　

９
時
30
分
～
：
受
付

　

10
時
～
「
宇
宙
の
お
話
し
」

　

10
時
45
分
～
組
立
て
・
色
塗
り

　

11
時
30
分
～
打
ち
上
げ

■
参
加
費
（
材
料
費
）
２
５
０
０
円

■�

募
集
人
数　

15
組（
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
の
２
人
１
組
・
先
着
順
）

■
参
加
資
格　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
、

■
申
込
み
締
切
り　

８
月
16
日（
土
）

※
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
・
お
申
込
み
】

　

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

℡
５
２

－

２
６
１
１

自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日 合格発表

防 衛
大 学 校

高　　卒
（見込含）
21歳未満

推　　薦 9月 5日～
9月 9日

9月 27日・28日 10月 31日（最終）

総合選抜 1次　9月 27日
2次　11月　1・2日 10月 17日（1次）

一般
（前期）

9月 5日～
9月 30日

1次　11月 8・9日
2次　12月 9日～ 13日のうち 1日 11月 28日（1次）

一般
（後期）

27年 1月 21日～
1月 30日

1次　27年 2月 28日
2次　27年 3月 13日 27年� 3 月� 6 日（1次）

防 衛 医 科
大 学 校

医学科
学　生 9月 5日～

9月 30日

1次　11月 1・2日
2次　12月 17日～ 19日のうち 1日 12月� 3 日（1次）

看護学科
学　　生

1次　10月 18日
2次　11月 29・30日のうち 1日 11月 14日（1次）

※受験資格の年齢は各種目とも平成 27年 4月 1日現在です。
※第 2次試験は、第 1次試験合格者のみです。
お問い合せ先「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5－18　光和ビル 2階　電話０５８４－７３－１１５０

実際に撮影した写真を
加工したものです　　

藤橋城ツイッターも
ご覧ください！

＠nishimino�_plane
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
岸　

よ
志
ゑ
さ
ん（
谷
汲
大
洞
）

�

６
月
18
日（
水
）　

95
歳　

　

小
森　

末
乃
さ
ん（
谷
汲
高
科
）

�

６
月
26
日（
木
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　畑や道ばたに見かける高さ約 40～ 50センチの多年生草本です。春になると地中深く埋もれていた丸い塊
茎から長柄をもつ三枚の小葉からなる葉が出てくる。葉の基部からは花茎がでます。花茎は葉より大きく先
には細長い筒状の仏

ブツ

焔
エン

苞
ホウ

と呼ばれる苞があり、その中に肉穂花序をつけます。花序の先は細長い紐状の付属
体になっています。ミズバショウを小さくしたような形です。カラスビシャクは烏柄杓のことで、仏焔苞の
形が柄杓に似ていて小さいので烏が使う柄杓とされたのです。また別名にヘソクリがあります。畑仕事をし
ている主婦がカラスビシャクの塊茎だけを別に集めておき薬屋に売ってヘソクリを貯めたことからそのよう
に呼ばれています。
　夏以降に塊茎を掘り採り、水洗いします。水と砂を入れた容器に入れかき混ぜながら芋洗いの要領で黒褐
色の外皮とひげ根を取り除きます。皮が取れてきたら、水洗いします。この時洗い水が皮膚に着くとかゆく
なるので注意する。水洗いが終わったらむしろの上に広げて天日で十分に乾燥させ
ます。できあがった塊茎は白くて葉跡が稍へこみ、根の跡も点状に見られます。生
薬名を半

ハン

夏
ゲ

と言います。
　半夏は優れた催吐作用があります。吐き気を鎮める作用、のどが腫れて痛むとき
や、腸がごろごろなるときにも用いられます。用い方は一回に 1.5 ～ 5グラムを煎
じて服用しますが、半夏独特のエグ味があるために、飲みにくく、飲むとエグ味の
影響で嘔吐を来すことがありますから生姜を加えて用います。漢方処方の『小半夏
湯』は半夏 8グラムに生姜 5グラムを水 500 ミリリットルで煎じます。約半量ま
で煮詰めてから布でこして一日数回に分けて少量宛冷やして服用します。小

ショウ

半
ハン

夏
ゲ

湯
トウ

に茯
ブク

苓
リョウ

を加えた『小
ショウ

半
ハン

夏
ゲ

茯
ブク

苓
リョウ

湯
トウ

』は、つわりや諸疾患に伴う吐き気に用い効き目が
あります。特に胃腸が衰えて消化不良となり、胃部に水分の停滞感があって重苦し
く、尿量が極度に減少して吐物のほとんどが水分で、めまい、動悸、胸さわぎなど
を伴うような症状に適しています。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

家庭でも
　電気の安全点検を！
８月は「電気使用安全月間」です
　高温多湿の夏場は、１年のうちで感電や電気事
故の最も多い季節です。このため、経済産業省の
主唱のもと、８月を「電気使用安全月間」として、
全国一斉に電気使用安全を呼びかけています。

＝チェックポイント＝
◦傷んだ電線、コードを使っていませんか
◦�洗濯機、電子レンジにアースは取り付けてありますか
◦漏電遮断器は取り付けてありますか
◦�１つのコンセントからたくさんの電気を使っていませ
んか

電気のご相談は

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

いびがわ　特産品シリーズ カラスビシャク（サトイモ科）


